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中項目
評　価「ときわ公園活性化基本計画」の来園者の意向調査では、市民が安心して

利用できるよう周遊園路を整備するとともに利用者のための休憩場所や
ビューポイント案内などが求められている。また、季節の花や自然観察を
目的に来園される市民が多く、四季を通じて花木を楽しむことができる魅
力ある花壇づくりや周遊園路沿いの花木の充実が求められている。「とき

わ公園　緑と花の計画」※３の市民ワークショップでは、「ビオトープ池
と駐車場の整備は両方必要」という意見が多く出ている。

　常盤公園は、宇部市中心市街地より東約3.5kmに位置し、北は黒岩山
の自然林があり、東は県営住宅などの住宅地、南には国道190号が接
し、西は山口大学工学部、宇部工業高等専門学校や閑静な住宅街を形成し
ている。周辺には、山口宇部空港や山口宇部道路（旧山口宇部有料道
路）、山陽自動車道宇部下関線、JR宇部線常盤駅等があり、広域的な利
用においても利便性が高い。
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再 評価 項目 調書

　常盤公園は、昭和３１年度より事業に着手し、令和3年度までにスポーツ広場、緑と花と
彫刻の博物館等、１５９．１haを供用開始しており、緑豊かで広大な敷地を誇る総合公園と
して、ウォーキングなどの健康づくりや四季折々の花木の自然観察ができる市民の憩いの場
として、親しまれており、動物園や遊園地、植物館などを有する広大なフィールドでは、世
界で最も歴史のある野外彫刻コンクールをはじめ、一年を通じて様々なイベントも開催され
るなど、本市の貴重な観光資源として、県内外から多くの観光客が訪れている。
　「市民の憩いの場」「貴重な観光資源」の２つの顔に加え、「産業の創出の場」として、
市民、企業など多様な主体との「共創」による公園づくりを通して、常盤公園が市民に愛さ
れ、誇りを持てる都市公園になることを目指し公園整備を進める。

面積：189.4ha
　スポーツ広場、園路、野鳥観測所、橋、動物園、花壇、緑と花と彫刻の博物館、多目的広

場、駐車場、ビオトープ池※１、森の中の彫刻展示場等
【残事業内容】　ビオトープ池、森の中の彫刻展示場、園路、多目的広場、多目的施設等

　「ときわ公園活性化基本計画」※２にもとづき、ハード、ソフト両面から集客対策に取り
組み、平成24年度の年間約４２万人から平成28年度で年間約７０万人に利用者が増加し、
令和元年度には年間入園者数を７８万人に達成している。緑豊かで広大な敷地を誇る常盤公
園は、ウォーキングなどの健康づくりや四季折々の花木の自然観察ができる市民の憩いの場
となり、多くの市民に親しまれ、世界で最も歴史のある野外彫刻コンクール「UBEビエン
ナーレ（現代日本彫刻展）」をはじめ、一年を通じて様々なイベントも開催されるなど、本
市の貴重な観光資源として、県内外から多くの観光客が訪れている。
　現在、計画面積１８９．４haのうち１５９．１haを共用している。
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【費用対効果分析手法】

【事業費の変化】　 有 無

【事業期間の変化】 有 無
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コ ス ト 縮 減

事業全体の進捗状況：94％
　　うち用地補償　93％（未買収地約2.3ha）
　　うち工事　　　97％（残事業：ビオトープ池、森の中の彫刻展示場、園路
等）
　今後の公園整備については、スポーツ広場、周遊園路等、順次整備を進め、ビ
オトープ池の整備や森の中の彫刻展示場、四季折々の花が楽しめる花壇等の整備
を行うとともに、防災公園としての機能強化に努め、更なる公園機能の充実を図
る。

　宇部市環境基本計画※５（R4.3）の中で、「良好な生活環境を守り安心して生活できるま
ち」を基本目標として、市民の憩いの場となる緑豊かな公園整備を行うとされている。
・湿地の保全、下草を残すなど、鳥類等の保全に努めている。
・維持管理については、園内で発生した刈草を堆肥化し、活用することとしている。

　他事業の建設発生土を本工事への流用することによる建設費の縮減を図

る。また、公園内の行事として人生記念植樹
※４

を行い、これまでに桜、
カエデ、ツバキなど約１，５００本を市民からいただいた寄付で苗を購入
し、市民の手によって植えており、苗代・植栽費等のコストの縮減を図っ
ている。

　北側園路の歩道整備や照明施設整備は、来園者が安全・安心に利用でき
る公園となり、また、歩道が繋がることにより、防災時の避難経路として
の防災機能の充実を図ることができる。
　また、駐車場を拡幅することによって、園路に駐車する車両を防ぐこと
ができ接触事故等を防止できる。
以上のことから、代替案の検討の余地はない。

　令和4年3月に「ときわ公園活性化基本計画」を改定し、新たに事業として、歩道が整備
されていない北側園路の歩道及び照明施設の整備やスポーツ広場駐車場の拡張、多目的施設
を追加している。

新たな整備等に伴い、事業期間の延伸を行う。

・「改訂第4版　大規模公園費用対効果分析手法マニュアル」
　（平成２９年４月：国土交通省都市・地域整備局）により算出している。
直接利用価値：利用者が、公園を利用するために支払う移動費用と利用料金によ
り算定
　　　　　　　される価値
間接利用価値：緑地と広場が存在することで、環境・防災面に役立つ価値
緑地面積の考え方
　｢公園整備完了後の緑地面積｣から｢公園整備着手前より公園整備区域内に存在す
る宇部市が保有する樹林地（保安林）等の面積｣を控除した面積を採用する。

前　回

(基準年：
H29)

全体事業 全体事業 残事業

124,744 167,464 2,386

69,639 86,383 561

-70

194,383 253,846 2,878

①事業費 40,427 49,587 887

②維持管理費 38,029 47,382 254

③その他

　総費用 78,456 96,969 1,141

費用便益比（B／Ｃ） 2.5 2.6 2.5

※　便益(B)・費用(C)は、算出した各年次の値を割引率を用いて現在価値に換算した合計額

③料金収入便益

(基準年：R4)

（単位：百万円）

区分 主な項目

　総便益

費用
(Ｃ)

①直接利用価値便益

便益
(B)

④その他の便益

②間接利用価値便益

今　回（再評価・再々評価）

備　考
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● 継続 ○ 見直し継続 ○ 中止

 

【用語説明】

　
４
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方
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業
実
施
主
体
案
）

総 合 評 価

評 価 理 由

備 考

※１　ビオトープ池：生物が自然な状態で生息している空間に整備した池
※２   ときわ公園活性化基本計画：常盤公園を利用者にとって魅力ある公園として継承し、新たな魅力を創りだし、賑わいの
　　　創出を図る指針
※３　ときわ公園緑と花の計画：市民とともに、ときわ公園の豊かな自然環境を保全・再生しながら、新たな緑と花の創出を
　　　計画的に進めるための指針
※４　人生記念植樹：誕生、入学、卒業、結婚、退職、還暦など、それぞれの思い出の記念日を迎える方を対象に記念植樹を
　　　実施している
※５　宇部市環境基本計画：2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、宇部市の環境保全に関する施策を総合的かつ計画
　　　的に推進するための指針

　常盤公園は宇部市の市街地の東部に位置しており、市民の憩いの場として親しまれ、ま
た、本市の貴重な観光資源として県内外から多くの観光客が訪れている。「緑と花と彫刻の
まち」のシンボルとして広大な自然を残している総合公園であり、「共創」による公園づく
りを通して、市民に愛され、誇りを持てる都市公園になることを目指して、多様な資源や人
が連携しながら、新たな魅力を創りだし、人が集い、安全・安心に利用できる公園とするた
め、スポーツ広場、緑と花と彫刻の博物館、周遊園路、ビオトープ池、四季折々の花が楽し
める花壇等の整備を順次行う必要がある。また、防災公園としての機能強化に努めた更なる
公園機能の充実を図る必要がある。
　以上のことから、事業を継続し、整備を進めていく必要がある。
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常盤公園 都市公園事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地理院タイル（標準地図） 

(URL:http://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html#std)を加工して作成 

常盤公園 189.4ha 

 

スポーツ広場 

緑と花と彫刻の

博物館 

多目的広場 

野鳥観測所 

ビオトープ池 

森の中の彫刻展示場 

花壇（花いっぱい 

運動記念ガーデン） 

動物園 

常盤公園全景 

北側園路歩道整備 

多目的施設 

北側園路 


